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地球温暖化対策等に関する市⺠アンケート調査票 

問１ あなたの性別についてお聞かせください。 
１．男性   ２．⼥性 

問２ 同居しているご家族の⼈数についてお聞かせください。（本⼈を含む） 
１．1 ⼈   ２．2 ⼈   ３．3 ⼈   ４．4 ⼈   ５．5 ⼈以上 

問３ あなたが属する世代（年齢層）についてお聞かせください。 
１．20 歳代  ２．30 歳代  ３．40 歳代  ４．50 歳代  ５．60 歳代  ６．70 歳以上 

問４ あなたの住んでいる地域についてお聞かせください。 
（ ） 例︓市川南 ⼋幡 妙典 など 

問５ あなたの職業についてお聞かせください。 
１．⾃営業・事業主  ２．会社員・公務員（市内勤務）  ３．会社員・公務員（市外勤務） 
４．パート・アルバイト   ５．専業主婦・主夫   ６．学⽣   ７．無職  ８．その他（   ） 

問６ あなたのお住まいの形態についてお聞かせください。 
１．集合住宅（アパート、マンション等）   ２．⼾建て住宅 

問７ 最近、新聞やニュース等で地球温暖化について報じられていますが、あなたの地球温暖化問題への関⼼につ
いて、当てはまるものをお選びください。   【１つ】 

問８ あなたは、⾃⾝の⾏動と「地球温暖化」との関係について考えたことがありますか。  【１つ】 

問９ 地球温暖化等の環境問題の情報の⼊⼿⼿段として、現在利⽤されているものをお選びください。
【複数選択可】 

問 １ ０  地 球 温 暖 化 等 の 環 境 問 題 の 情 報 に つ い て 、 今 後 ど の よ う な ⼿ 段 で 得 た い と 思 い ま す か 。 
【複数選択可】 

１．関⼼がある     ２．ある程度関⼼がある     ３．あまり関⼼がない 
４．まったく関⼼がない 

１．よくある    ２．時々ある    ３．あまりない     ４．全くない 

１．テレビ・ラジオ   ２．新聞   ３．⼀般図書・雑誌   ４．友⼈・知⼈・家族 
５．町内会・サークル活動   ７．講演会などの催し物   ８．公共機関での掲⽰やチラシ 
９．市のホームページや印刷物   １０．その他ホームページ、ブログ等 
１１．SNS（フェイスブック、ツイッター等）  １２．その他（               ）    

１．テレビ・ラジオ   ２．新聞   ３．⼀般図書・雑誌   ４．友⼈・知⼈・家族 
５．町内会・サークル活動   ７．講演会などの催し物   ８．公共機関での掲⽰やチラシ 
９．市のホームページや印刷物   １０．その他ホームページ、ブログ等 
１１．SNS（フェイスブック、ツイッター等）  １２．その他（            ） 
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問１１ あなたの「環境に配慮した⾏動」への取り組みについて、当てはまるものをお選びください。また、「今後⾏い
たい」「今後も⾏わない」とお答えいただいた⽅は、取り組めない理由として当てはまるものを欄から選び、下
記右枠にご記⼊ください。  【それぞれ１つ】 

※ 選択肢の「該当なし」は、⾏動内容について、所有してない、利⽤してない場合等に選択してください。
例︓２２．⾞の運転はエコドライブを意識している。⇒⾞を運転しない場合は、「該当無し」を選択。 

   ＜「取り組めない」理由＞ 
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1．シャワーを使うときは、不必要に流したままにしない。 1 2 3 4 ５ 
2．家族が続けて⼊浴するようにする。 1 2 3 4 ５ 
3．⾷器を⼿洗いする時は、お湯を流したままにしない。 1 2 3 4 ５ 
4．台所でお湯を使う場合は、温度を低めにしている。 1 2 3 4 ５ 
5．給湯器を使⽤しない時は、電源を切るようにしている。 1 2 3 4 ５ 
6．テレビを使⽤しない時は主電源をオフにしている。 1 2 3 4 ５ 
7．冷蔵庫の温度設定を夏は「中」以下、他の季節は「弱」にしている。 1 2 3 4 ５ 
8．冷蔵庫の中に物を詰めすぎない。 1 2 3 4 ５ 
9．温⽔洗浄便座の温⽔の設定温度を低めに設定している。 1 2 3 4 ５ 
10．冬以外は暖房便座機能は使⽤しない。 1 2 3 4 ５ 
11．パソコンを使⽤しない時は電源を切るか低電⼒モード（スリープなど）に

切り替えている。 
1 2 3 4 ５ 

12．炊飯器の保温機能を極⼒使⽤しないようにしている。 1 2 3 4 ５ 
13．外の明るさに応じて照明の明るさを調整している。（減灯を含む） 1 2 3 4 ５ 
14．短時間でも場所を離れる時は消灯を⼼がけている。 1 2 3 4 5 
15．お湯を沸かすときは⽔を適量にしている。 1 2 3 4 5 
16．買い物の際は、地産地消を⼼がけている。 1 2 3 4 5 
17．冷房時は室温 28℃、暖房時は室温 20℃を⽬安に温度設定をする。 1 2 3 4 5 
18．マイバッグを持参して買い物をし、レジ袋をもらわない。 1 2 3 4 5 
19．外出の際は、なるべく公共交通機関や⾃転⾞を利⽤する。 1 2 3 4 5 
20．ごみの分別ルールを守る。 1 2 3 4 ５ 
21．⽣ごみ処理機などを活⽤し、ごみを減量化している。 1 2 3 4 ５ 
22．⾞の運転は、エコドライブを意識している。 1 2 3 4 ５ 
23．再⽣品（リサイクル品）を選んで購⼊する。 1 2 3 4 ５ 
24．電化製品を買い替える時は、省エネ商品を選ぶ。 1 2 3 4 ５ 
25．⽣垣設置・駐⾞場緑化等による、住宅敷地内の緑化に取り組んでいる。 1 2 3 4 ５ 
26．緑のカーテンの設置による夏場の遮熱に取り組んでいる。 1 2 3 4 ５ 

１．時間がかかるから ２．費用がかかるから ３．不便になるから 

４．面倒だから ５．取り組む必要性が感じられないから ６．忘れてしまうから 

７．どう取り組めばよいか分からないから ８．特に理由はない 
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問１２ あなたは、次のような省エネ設備等の設置、改修、購⼊を⾏いたいと思いますか。また、既に設置、改修、

購⼊を⾏っているものがあった場合は、「既に導⼊済み」の欄に「○」をご記⼊ください。  【それぞれ１つ】  
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1．太陽光発電システムの設置 1 2 3 4  
2．太陽熱利⽤システム（太陽熱温⽔器等）の設置 1 2 3 4  
3．LED 照明の導⼊ 1 2 3 4  
4．HEMS、省エネナビ等の設置 1 2 3 4  
5．⾼効率給湯器の設置 1 2 3 4  
6．家庭⽤燃料電池の設置 １ ２ ３ ４  
7．⼆重窓、複層ガラス、断熱材を利⽤した断熱性、機密性の向上

（住宅の建て替えやリフォーム時） 
1 2 3 4  

8．燃料電池⾞（⽔素⾞）や電気⾃動⾞の購⼊ 1 2 3 4  
 
問１３  本市では、市域における地球温暖化対策を推進するため、市⺠、事業者、⾏政を会員（会費は無料）と

する「市川市地球温暖化対策推進協議会※」が、地域に根差した活動を⾏っております。あなたは、こうした
取り組みに参加したいと思いますか。  【1 つ】 

1．積極的に参加したい   2．できる範囲で参加したい   3．参加したいとは思わない 
 
問１４ 地球温暖化防⽌の取り組みとして、市川市に何を期待しますか。当てはまるものをお選びください。        

【複数選択可】 

 
問１５ 地球温暖化防⽌の取り組みとして、事業者に何を期待しますか。当てはまるものをお選びください。        

【複数選択可】 

27．環境に関する各種講座やイベント等に参加している。 1 2 3 4 ５  
その他、環境に配慮した取り組みとして、あなたが実際に⾏っていること、または、今後、取り組もうと思っていることがあり
ましたら、ご記⼊ください。（⾃由回答） 

１．太陽光発電など再⽣可能エネルギー利⽤設備の導⼊に対する補助 
２．地球環境の保全・再⽣のために活動している団体等への⽀援 
３．省エネ設備の導⼊や建物の断熱性向上などの省エネ改修の啓発  
４．エコドライブや次世代⾃動⾞に関する普及啓発 
５．学校や地域での環境学習の充実 
６．市⺠向け環境講座やイベント等の実施 
７．地球温暖化や省エネルギー等に関する情報の提供 
８．森林の保全整備、都市公園の整備等の緑化対策 
９．ごみの減量やリサイクルの推進 
10．市施設への⾃然エネルギー設備の導⼊等の市の率先⾏動 
11．その他（                                  ） 
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問１６ 地球温暖化による気候変動（猛暑や局地的⼤⾬などの、極端な気象現象の増加など） について伺いま

す。あなたは、次の気候変動による影響について、どのように感じていますか。   【それぞれ１つ】 

 

と
て
も
実
感
が
あ
る 

あ
る
程
度
実
感
が
あ
る 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

あ
ま
り
実
感
が
な
い 

全
く
実
感
が
な
い 

1．気温の上昇による熱中症などの増加 1 2 3 4 ５ 
2．デング熱をはじめとする感染症の増加 1 2 3 4 ５ 
3．ゲリラ豪⾬などの局地的⼤⾬による影響（洪⽔、⼟砂災害） 1 2 3 4 ５ 
4．海⾯上昇による砂浜の消失、海岸の浸⾷ 1 2 3 4 ５ 
5．夏場の渇⽔などによる⽔資源への影響 1 2 3 4 ５ 
6．農作物の収穫量や品質の低下などによる⾷料⽣産への影響 1 2 3 4 ５ 
7．絶滅危惧種の増加、⽣息域・⽣育域の変化といった⽣態系への影響 1 2 3 4 ５ 
8．桜の開花や紅葉時期の変化などの季節感への影響 1 2 3 4 ５ 

 
問１７ 平成 32 年度に市川市環境基本計画（以下「計画」という。）の改定を予定しています。新たな計画にお

いては、国の第五次環境基本計画、現在の計画及び市川市環境基本条例等を踏まえ、計画の柱となる
「基本理念」を設定し、各種施策を進めていく予定です。 

現在、市では、基本理念に基づく施策の⽅向性として、下記の 5 つを候補として検討しています。下記の
施策の⽅向性について、当てはまるものをお選びください。 

 
問１８ 環境に関して、⽇頃関⼼のある内容や市川市の環境に望むこと等、意⾒などがありましたら、ご記⼊ください。  

1．事業所内での、省エネを中⼼とした環境負荷の低減のための⾏動の実践 
2．省エネ設備及び再⽣可能エネルギー設備の導⼊ 
3．事業所や⼯場敷地内の緑化対策 
4．物流の効率化と、エコドライブの⼼がけ 
5．ごみの減量やリサイクルの推進 
6．環境に配慮した製品の開発、製造、販売 
7．事業所での環境に関する取組内容の公開 
8．社員への環境教育の実施 
9．市が開催する各種講座、啓発イベント等への参加 
10．地球環境の保全・再⽣のために活動している団体等への⽀援 
11．その他（                                   ） 
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1．低炭素社会の実現及び気候変動対策 1 2 3 4 ５ 
2．3R や適正処理の推進等による循環型社会の実現 1 2 3 4 ５ 
3．⽣物多様性の保全再⽣と持続可能な利⽤ 1 2 3 4 ５ 
4．⽣活に関わる⼤気や⽔、⼟壌などの良好な状態の保全 1 2 3 4 ５ 
5．市⺠・事業者・市など様々な主体の協働や環境学習 1 2 3 4 ５ 


